
「地震こ生きる
一大地勝何を語るのか―」
日本の歴颯勝地震の歴嗅こもいえる。ごんな時代に地

震が起きて、人々の身に何をもたらしたのか。「地震考

古学」から見た過去の経験こ教訓を考えてみたい。

■

Ｊ 5月 16日

(火 )

どうする秀吉 天正地震こ慶長伏見地震

2 5日 30日
(火 )

不運な綱吉 南海トラフ巨大地震こ現代

3 0日 0日
(火 )

悩んだ道真 九世紀の地震こ現代

00～ 15:30)定 員 20人 参加費 各回1000円

糧さん (地震考古学者)

1947年香川県生まれ。東北大学大学院博士課程修了。理学博士。独立行政法人産業技

術総合研究所で長く研究員を勤めた。著書に「地震考古学」「地震の日本史」など。

会場 :大阪淀屋橋、中楽靖情報館

{大阪市中央区伏見区4-2-14

‖緊鋼
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上 WAKITA藤
村御堂月蘭ビル :地下 1階

できます。    大阪メ トロ「淀屋橋」駅13番 出

口を出てすぐ南側のビル)
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I申し込みは大阪自由大学事務局ヘ

電話 050-5583-7403
mall:kansaiforum@g rn a:|.C o rn
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